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 現在、市立病院再整備基本構想策定検討委員会が

開催されており基本構想案が煮詰まってきました。 

 ここで現病院の課題、新病院の概要、新病院の事

業費について説明します。 
 

■現病院の課題 

（診療科増と職員数増による施設の狭隘化） 

表1 市立病院全面改築当時と現在の状況 

 

（施設の老朽化など） 

●病院施設の状況 

・1981年の新耐震基準に適合 

建設後３５年以上が経過 

・壁面のひび割れ、配管や機械設備の老朽化等のが 

 進んでいる。 

たび重なる増改築 

・集中治療室や救急部門、検査部門が分散 

・人員や設備の非効率な配置 

・施設の狭隘化 
 

 以上のように、新耐震基準の建物ですが、規模、

機能とも狭隘で非効率なため建て替えが必須となっ

ています。 
 

■人口の将来推計 

・県西二次保健医療圏の人口は、2040年に向けて 

 減少する。 

 35万0038人(2015)→27万5208人(2040) 

・65歳以上の人口は増加する。 

・64歳以下の人口は減少する。 

・既に高齢化が進んでいる地域であるため、65歳以 

 上の人口の増加率は、神奈川県及び全国平均と比 

 べて非常に緩やかとなる見込み。（図1）  

８３,５５３円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)         ３３,５４３円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)    ２２,１８８円 

通信費(携帯電話代)             ２７,８２２円   

支出計 18/7/1～18/8/31               ８３,５５３円 

 

寄付  Kさん           ５,０００円 

７～８月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 
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図1 ６５歳以上人口の伸び率 
 

■新病院の概要 

 病床数は、現状維持を軸に基本計画策定段階でさ

らに検討する。 

 療養環境の向上は、4人部屋を基本としつつ個室

の割合を増加させるなど、特別療養環境室の割合を

高める。 

 規模は、１床当たり90～100㎡を想定し、延べ

床面積は、約3.6万～4万㎡を見込む。 

 建設地は、現在の敷地を第１候補地とする。道路

を隔てて隣接する看護宿舎や医師住宅などの敷地も

検討範囲に含める。 
 

■事業費 

 整備事業費は、工事費が約144億～180億円、解

体撤去費が約5億円、医療機器整備費が約40億円で

合計約１８９～２２５億円を想定。 
 

■スケジュール 

 2019年秋 基本計画策定 

 2019年度内 基本・実施設計開始 

 2021年度 着工、 2023年度中の完成 

 2024年度 供用開始 

西暦 診療科数 
一般 

病床数 
職員数 備考 

1984 15 417 388 全面改築 

2018 26 417 618  
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武松忠議会報告会 

９月の武松忠議会報告会について  

 日時場所 9/22(土)18:00～ おだわら市民交流センターUMECO 会議室８  

 テーマ 「市立病院再整備について」 参加費 100円  

     終了後 実費で懇親会を行います。  
 

  HPは、「たけまつただし」で検索！  月刊武松バックナンバー全て掲載しています。 

         twitter ： @ttakemat 

facebook :  https://www.facebook.com/tadashi.takematsu 
 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 国府津支店 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

 小田原市議会は、議会改革推進委員会を設置しま

した。著しい社会経済情勢の変動や少子高齢化など

により、地方自治体における行財政運営は、多くの

重大な困難に直面しています。 一方、市民要望の多

様化及び複雑化は急速に進んでおり、市民の代表で

ある 市議会に求められる役割も、ますます重要なも

のとなっています。 

  このような状況のもと、本市議会は、議会機能の

強化、効率的な議事運営等、 議会制度改革の推進に

努め、より一層「開かれた議会」を目指し、諸課題

について広範かつ詳細な調査検討を行うことを目的

とし設置しました。 
 

■諮問項目 

(１)公正で市民に開かれた議会 

 ア 議員定数（現在２８名）について  

 イ 議員報酬について 

 ウ 政務活動費について 

 エ 議会基本条例について 

(２)市民参加の機会の拡充 

 ア 陳情審査基準について 

議員定数等検討しています (３)行政監視機能の強化 

 ア 効率的な議会運営について 

   （小項目は省略） 

(４)市民に分かりやすい議会 

 ア 議長立候補者の所信表明演説について 

 イ 委員会の公開について 

 ウ 委員会資料の公開時期について 

 エ 議会だよりの編集方針の変更について 

 

 既に５回の協議が行われ、答申の作成に向け詰め

の協議が行われています。 

 特に議員定数については、7会派中、現状維持：

1会派、1～2名増：1会派、定数減：5会派となっ

ており、まとまらない場合は、両論併記の答申とな

る可能性も出てきています。 

 私が所属する会派の政和は、定数減をすべきとし

ています。まずは1名減としていますが、議員定数

が奇数になると、採決の際に可否同数となった場

合、通常採決権のない議長が状況を総合的に判断

し、裁決することとなり、好ましくありません。 

 議員定数の協議及び結果については、多くの市民

の皆様に注目して頂きたいと思います。 

YouTubeで常任委員会中継 

 これまで、USTREAMを使用し、常任委員会のラ

イブ中継と録画中継の配信を行っておりましたが、

2018年7月13日よりYouTubeへ切り替えを行いま

した。なお、本会議中継は、引き続き小田原市議会

HPより視聴願います。（PC Windows対応） 
 

■注意・免責事項 

・配信映像は、本市議会の公式記録ではありませ 

 ん。また、委員会における発言の取り消し及び訂 

 正等についても修正せず配信しています。 

・配信映像の著作権は、本市議会に帰属します。な 

 お、配信映像の画面あるいは内容を許可なく他の 

 ウェブサイトや著作物等に転載することを禁止し 

 ます。また、配信映像の目的外利用又は内容の改 

 変を禁止します。 

・インターネット回線の状況やYouTube側のサー 

 バ負荷、その他視聴者のPC環境等により、映像 

 や音声が途切れる、又は停止するなど正常に視聴 

 できないことがあります。 

・配信ページに表示される、市議会公式アカウント 

 以外の関連動画、企業広告等は本市議会とは一切 

 関係がありません。また、広告によるいかなる理 

 由での損害についても本市議会は一切責任を負い 

 ません。 

・本市議会は、 

 YouTubeとは契約関 

 係にないため、配信映 

 像が正常に視聴できな 

 い、あるいは視聴する 

 ことにより何らかの損 

 害が生じた場合にも一 

 切責任を負いません。 
 

小田原市議会公式YouTube→  


